
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
   

 

 
 
 

 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 

 

 

2025年９月号（No.353） 鹿嶋市立 

中央図書館　☎ 0299-83-2510 

大野分館　　☎ 0299-69-1114 
https://opac.city.kashima.ibaraki.jp/ 
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中央館
11：00～

かみしばい
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中央館
14：00～

おはなし会

11:00～
大野分館

おはなし会
「てぶくろ」

中央館
11：00～

鹿嶋の民話

中央館
15：00～

心をそだてる
よみきかせの会
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もうすぐ開館 周年!!

10 月に鹿嶋市立中央図書館は開館 40 周年を迎えます。 

図書館が皆様と共に歩んできた 40 年。これからの 10 年 20 年、さら

に先の未来への希望を込めて、より一層皆さまに愛される図書館を目

指し来月から様々なイベントを予定しています。ぜひご来館ください。

あと少しで始まるよ♪



 
 

 

結果発表！

皆さまの投票により、図書館キャラクターの名前が遂に決定し

ました！ 

６月１日から７月20日までの投票数はなんと1,109票！小さなお

子さまから、ご年配の方まで幅広い年代の皆さまに投票していた

だきました。 

投票ありがとうございました(*^_^*)

キャラクターネーミング投票
図書館

この３つの名前に決まりました！ 

ぜひよんでくださいネ。 

ナマずかんシカぼん よむラビ

これからよろしくね♪



◇児童書特集 【おたんじょうび、おめでとう！】 

皆さんが鹿嶋市立中央図書館を利用してくださったおかげで、当図書

館（中央館）は、今年で 40 歳になりました。開館 40 周年記念にちなみ、

今回の特集は、誕生日に関するものを集めてみました～！ 

人それぞれの様々なお祝い、思い出を楽しんでください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇一般書特集　【敬老の日読書のすすめ】 

　(公社)読書推進運動協議会が「心ゆたかに生涯読書」をテーマに、中

高年の方々に向けて選定した本を集めました。ぜひ、この機会に読書を

通して、心豊かな時間を過ごしてみませんか？ 
 

大野分館　9～10月の特集コーナー 

中央図書館　９月の特集

二十四節気と七十二候 

～四季めぐり～

最近、極端に暑かったり寒かったり、四季の移り変わりが分からないま

まに月日が過ぎ去り、気がついたら季節が変わっていることがあります。 

めぐる四季を本の中で感じてみませんか。季節には春夏秋冬を細かく

分けた二十四節気と七十二候もあります。それぞれの意味や植物など

季節の話のほか、料理や園芸の本等を用意しています。

　　秋の二十四節気「立秋」「処暑」「白露」「秋分」「寒露」「霜降」



 
 
 
 
 
 
 

 

・『いつか月夜』 寺地 はるな/著 角川春樹事務所 (F/913.6/ﾃ) 

・『月面にアームストロングの足跡は存在しない』 
穂波 了/著 KADOKAWA (F/913.6/ﾎ) 

・『月物語』 星河 光佑/写真 杉山 久仁彦/文 青菁社 (446/ﾎ)

『パパ、お月さまとって！』 

エリック=カール/さく 

もり ひさし/やく 

偕成社 （E/726.6/ﾊﾟ）

おすすめの１冊

次の図書館だよりの発行は10月１日(水)です。 

他にも色々「月」の本

 

・『おつきさんでおもちつき』 岡田 よしたか/作・絵 ひかりのくに (E/726.6/ｵ) 

・『つきのよるはさわがしい』 おの かつこ/さく・え 国土社 (E/726.6/ﾂ) 

・『月のサバイバル』　      洪 在徹/原案 吉田 健二/絵 渡部 潤一/監修  

朝日新聞出版 (K/446/ﾂ)

空の低い所にある月は普段より大きく見えて、ながめているだけでわ

くわくしてきます。 

絵本にでてくるモニカという女の子も、それでお月さまと遊びたくなった

のかもしれません。モニカに「お月さまとって！」とせがまれたパパは、は

しごを持ってお月さまのところまで行くつもりのようですが……。 

この絵本はところどころ仕掛けがあって、開くと大きなページになった

りと大迫力です。こちらまでお月さまと遊んでいるような楽しい気持ちに

なれます。


